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子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

・前回の探索遊びでどんぐりを拾う子もい

れば見つけられない子もいた。

・どんぐりには触れずに、しばらく目の前のどんぐりを

じっと見つめる。

・友だちがテーブルをたたいた衝撃でどんぐりが揺れる様

子を見つめる。（N君）

・どんぐりを持って「あ！」と言い、手の中のどんぐりを

よく見ている。

（前回の探索遊びでどんぐりに気づかなかったRちゃん）

・R君のどんぐりがたまたまテーブルに転がる。

・「ころころ～！」と保育者が笑うと、周りの子も一緒に

なって笑ったり、同じように転がしてみたりする。

・テーブルにつけた両手を大きく左右に動かし、どんぐり

を指先ではじいて遠くに転がす。（R君）

・どんぐりを持って、テーブルにたたいて音を鳴らす。

・両手や片手でどんぐりを持ちかえて音を出す。

・保育者が「どんぐりころころ」を歌うと嬉しそうに何度

もどんぐりを打ち付けて笑顔を見せる。（I君）

・手の中でどんぐりを転がし、両手を拳にして保育者に差

し出す。そしてどんぐりの入っていないほうの手を広げ

る。保育者が「（どんぐり）ないね～」と話しかけると

持っているほうの手を広げる。

・保育者が「どっちの手に入ってるか」と歌うと、しばら

く同じような仕草を笑顔で繰り返す。（R君）

・どんぐりを目の前にしたらどのような反

応を示すのか？

・どんぐりをじっくりと

見たりさわったりしてあ

そぶ。

・席に着き、子どもにどんぐりを1つ差し出

して、どんぐりに注目できるようにする。

・少人数であそび、保育者や友だちと感触

を味わう。

前回の探索遊びではいろいろな物に目が行

きどんぐりに注目できなかったので、今回

は丸いクヌギを1つだけ手渡して遊ぶ。以前

はどんぐりに気づけなかったRちゃんも

じっくりと見ることができた。はじめは周

りの友だちや保育者の様子をみている子が

多かったが、次第に自ら遊びだしていた。

違う色や形のどんぐりでも遊んでみたい。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

どんぐり（クヌギ）に触れる

子どもの言葉・姿 写真



１５日（火）


